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これから コミュニティ
特 集

これからの地域コミュニティ
　地域コミュ二ティとは住んでいる地域の住民同士

のつながりや集まりのことです。昨今、人口減や車

社会の拡大、少子化などのさまざまな原因によりつ

ながりは薄くなってきています。

　しかし、そんな時代だからこそ、つながりが重要

になってくると考え、曽於市では平成 29 年度から

「地域コミュニティ」の維持・活性化を目指し、対

策を行ってきました。

　そして、今年２月には新たに『曽於市地域コミュ

ニティ活性化推進計画』を制定。地域のみなさんと

一緒に「地域コミュニティ協議会の設立」などを目

指していきます。
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地域コミュニティ協議会とは？

総務課 施策推進室

丸目 裕さん
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監事

事務局

校区・地区公民館

自治会

・ ・ ・ ・

総会

役員会

運営委員会

〇〇部会 △△部会 〇〇部会

ＰＴＡ

子ども会

学校

・ ・ ・ ・

校区・地区社協

長寿クラブ

・ ・ ・ ・校区・地区
社協

学校

校区・地区
公民館

民生委員

消防団

ＰＴＡ

長寿クラブ
子ども会

青年団

自治会

企業

現在 目的に応じてさまざまな活動を
している団体がそれぞれで活動 協議会 それぞれの活動は続けつつ

課題については「地域」で決める

校区・地区公民館 地域コミュニティ協議会と の違い

・ 生涯学習が活動の中心

・自治会の連合会に近い組織

校区・地区公民館
・ 地域づくり計画の策定
  （地域課題を解決する取組）
・すべての住民・団体が参加

地域コミュニティ協議会

現在も、校区・地区公民館と各団体は連携されていますが、それ以上に地域コミュニティ協議会は各団体
とのつながりをより明確にしていきます。校区・地区を代表する組織として、市との関係を築いていきます。

活動の広報は…	 各団体ごと・広報なし

市役所への要望は…	 各団体ごと担当課に
資料作成などの事務…スタッフがいない

地域でまとめて情報紙を発行

地域でまとめてコミュニティの担当課へ

事務スタッフを市が配置または地域で雇用
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◎こんなことを検討しています
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柳迫校区
末吉町

末末 吉町では３つの校区公民館が立候補し柳迫校区吉町では３つの校区公民館が立候補し柳迫校区

公民館がモデル地区に指定されました。公民館がモデル地区に指定されました。

「「柳迫校区公民館にも様々な課題がありますが、地域柳迫校区公民館にも様々な課題がありますが、地域

住民がつながりを多く持ち、一人でも多くの方が地住民がつながりを多く持ち、一人でも多くの方が地

域コミュニティ協議会に参加してほしい。そして柳迫域コミュニティ協議会に参加してほしい。そして柳迫

校区の安心安全な地域づくりを目指したいです」校区の安心安全な地域づくりを目指したいです」

そう話すのは柳迫校区公民館長の末永さん。柳迫校区そう話すのは柳迫校区公民館長の末永さん。柳迫校区

は 16 自治会、人口 1,300 人ほど。公民館で児童クラブは 16 自治会、人口 1,300 人ほど。公民館で児童クラブ

を運営するなど精力的に活動を行っています。を運営するなど精力的に活動を行っています。

「「 児童クラブでは午後６時 30 分まで 56 名の児童を児童クラブでは午後６時 30 分まで 56 名の児童を

預かっています。柳迫校区では都城へ通勤してい預かっています。柳迫校区では都城へ通勤してい

る保護者もいるので喜ばれています」る保護者もいるので喜ばれています」

児童クラブの活動も今年で 10 年目になりますが、より児童クラブの活動も今年で 10 年目になりますが、より

柳迫校区に住んでよかったと思ってもらえるような地柳迫校区に住んでよかったと思ってもらえるような地

域を目指して、地域コミュニティ協議会となって活動域を目指して、地域コミュニティ協議会となって活動

を強化します。を強化します。

現現 在行っている活動はそのまま継続し、地域住民在行っている活動はそのまま継続し、地域住民

が必要とする支援は新たな活動としてスタートが必要とする支援は新たな活動としてスタート

するそう。するそう。

「「 今後は高齢者のごみ捨て支援・農業後継者のため今後は高齢者のごみ捨て支援・農業後継者のため

の地域担い手部会の設置など今までできていなの地域担い手部会の設置など今までできていな

かった支援を行っていきます」かった支援を行っていきます」

地域住民が必要としていることを話し合い、支援を行地域住民が必要としていることを話し合い、支援を行

うには全住民の理解と協力が必要と話す末永さん。うには全住民の理解と協力が必要と話す末永さん。

「「 新しく地域コミュニティ協議会となり、これから新しく地域コミュニティ協議会となり、これから

は地域全体に目を向けなければなりません。皆がは地域全体に目を向けなければなりません。皆が

参加し絆が生まれる地域にしたいです。」参加し絆が生まれる地域にしたいです。」

地域住民の一人ひとりのことを考え、地域住民によっ地域住民の一人ひとりのことを考え、地域住民によっ

て支援を行っていく。安心安全で住みやすい柳迫校区て支援を行っていく。安心安全で住みやすい柳迫校区

を作りたいという末永さんの思いを聞くことができまを作りたいという末永さんの思いを聞くことができま

した。した。

地域コミュニティ協議会 モデル地区

多くの人が参加するコミュニティへ

校区公民館長　末永次明さん
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笠木校区
大隅町

地域コミュニティ協議会 モデル地区

スケールを大きく 皆で考える地域

校区公民館長　永山洋一さん

大大 隅町で唯一地域コミュニティ協議会に立候補し隅町で唯一地域コミュニティ協議会に立候補し

た笠木校区公民館は 14 自治会から構成され活た笠木校区公民館は 14 自治会から構成され活

動を行っています。笠木校区公民館の抱える課題の一動を行っています。笠木校区公民館の抱える課題の一

つに、組織を運営していくうえで役員の担い手不足とつに、組織を運営していくうえで役員の担い手不足と

いう課題があります。いう課題があります。

「「 校区公民館は各自治会長だけでは運営できません。校区公民館は各自治会長だけでは運営できません。

活動的に動くことができる人材が必要です」活動的に動くことができる人材が必要です」

そそ う話すのは笠木校区公民館長の永山さん。長年う話すのは笠木校区公民館長の永山さん。長年

勤めた市役所を退職後に公民館長となりまし勤めた市役所を退職後に公民館長となりまし

た。地域コミュニティ協議会として各団体がつながるた。地域コミュニティ協議会として各団体がつながる

ことのメリットについて話してくれました。ことのメリットについて話してくれました。

「「 現在は地域の様々な団体が個々に活動を行ってい現在は地域の様々な団体が個々に活動を行ってい

ますが、地域コミュニティ協議会となることで組ますが、地域コミュニティ協議会となることで組

織の輪が広がり、専門的な知識を持って活躍している織の輪が広がり、専門的な知識を持って活躍している

新たな人材の発掘につながります」新たな人材の発掘につながります」

永山さんは各団体はもちろん、校区という広い範囲で永山さんは各団体はもちろん、校区という広い範囲で

みたら地域を担う人材がもっと出てくるのではと考えみたら地域を担う人材がもっと出てくるのではと考え

ています。笠木校区公民館では校区住民全員が参加でています。笠木校区公民館では校区住民全員が参加で

きることを目指し、まずは地域住民にアンケートを行きることを目指し、まずは地域住民にアンケートを行

いたいと考えています。いたいと考えています。

「「 地域コミュニティ協議会は誰でも意見を言うこと地域コミュニティ協議会は誰でも意見を言うこと

ができます。アンケートをもとに話し合いを行うができます。アンケートをもとに話し合いを行う

中で地域の共通認識を作り上げていきたいです」中で地域の共通認識を作り上げていきたいです」

またアンケートの他にも町歩きや災害、防犯のワークまたアンケートの他にも町歩きや災害、防犯のワーク

ショップを行いたいと話す永山さん。ショップを行いたいと話す永山さん。

「「 今の笠木校区では住民同士が顔を合わせる機会が今の笠木校区では住民同士が顔を合わせる機会が

少なくなり、付き合いが疎遠になっています。地少なくなり、付き合いが疎遠になっています。地

域の課題をみんなで共有し、地域のことは自分たち域の課題をみんなで共有し、地域のことは自分たち

で解決できるようなコミュニティを目指したいです」　　　　　で解決できるようなコミュニティを目指したいです」　　　　　

笠木校区の将来について前向きに話してくれました。笠木校区の将来について前向きに話してくれました。
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中谷校区
財部町

中中 谷校区は曽於市にある校区の中でも一番小さい谷校区は曽於市にある校区の中でも一番小さい
規模の校区で人口は 300 人ほど。だからこそ、規模の校区で人口は 300 人ほど。だからこそ、

この「地域コミュニティ協議会」モデル地区の募集がこの「地域コミュニティ協議会」モデル地区の募集が
あったときには一番に手をあげたという吉村さん。あったときには一番に手をあげたという吉村さん。

「「 中谷では『むらづくり委員会』というのが 20 年ほ中谷では『むらづくり委員会』というのが 20 年ほ
ど前からあります。校区公民館、中谷小学校や消防ど前からあります。校区公民館、中谷小学校や消防

分団、女性部に長寿クラブ、校区社協など様々な団体分団、女性部に長寿クラブ、校区社協など様々な団体
が一緒になって、地域のイベント運営などを行ってきが一緒になって、地域のイベント運営などを行ってき
ました」ました」

だだ からこそ、今回の地域コミュニティ協議会にからこそ、今回の地域コミュニティ協議会に
ついては下地があると感じたそう。日頃からコついては下地があると感じたそう。日頃からコ

ミュニケーションも多く地域の人たちも自ら動いてくミュニケーションも多く地域の人たちも自ら動いてく
れるのだといいます。れるのだといいます。

「「 台風のあと、道に竹林が倒れてきちゃって通行人が台風のあと、道に竹林が倒れてきちゃって通行人が
困っていたら、それを見て撤去に行ってくれたり、困っていたら、それを見て撤去に行ってくれたり、

運動会も中谷小と合同でやって、前日からの雨でグラウ運動会も中谷小と合同でやって、前日からの雨でグラウ
ンドがぬかるんでいたら早朝に砂を取りに行って整備ンドがぬかるんでいたら早朝に砂を取りに行って整備
してくれたりね。他にもいろいろ、動いてくれる方がたしてくれたりね。他にもいろいろ、動いてくれる方がた
くさんいます。だけど、そんな人たちに動かしてくれたくさんいます。だけど、そんな人たちに動かしてくれた
機械の燃料代も支払えなくて心苦しかったんです」機械の燃料代も支払えなくて心苦しかったんです」

小小 さい校区で人口が少ないということもあり、公さい校区で人口が少ないということもあり、公
民館費ではまかないきれず、あくまで「ボラン民館費ではまかないきれず、あくまで「ボラン

ティア」として活動してもらうことに。ティア」として活動してもらうことに。

「「 好意に甘えるのではなく、せめて実費だけでもお支好意に甘えるのではなく、せめて実費だけでもお支
払いすることが必要だと考えています。なので、協払いすることが必要だと考えています。なので、協

議会を立ち上げて予算を考えて、そうしたこともしっ議会を立ち上げて予算を考えて、そうしたこともしっ
かりやっていけたらと思うんです」かりやっていけたらと思うんです」

なな にもしなければ将来は過疎化が進んでいってしにもしなければ将来は過疎化が進んでいってし
まうのでは。そんな危機感もあり、環境整備にまうのでは。そんな危機感もあり、環境整備に

は力を入れて、地域に還元していくのだと吉村さんはは力を入れて、地域に還元していくのだと吉村さんは
話します。話します。

「「 中谷は災害も多く、元々つながりが強い校区です。中谷は災害も多く、元々つながりが強い校区です。
今回、モデル地区になって、つながりをより強くし今回、モデル地区になって、つながりをより強くし

ていきたいと思います。“ 豊か ” じゃなくて良い。　“ 暮ていきたいと思います。“ 豊か ” じゃなくて良い。　“ 暮
らしやすい ” 校区にしていきたいです」らしやすい ” 校区にしていきたいです」

地域コミュニティ協議会 モデル地区

今のカタチを強化し つないでいく

校区公民館長　吉村幸治さん
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地域コミュニティ協議会 今後のスケジュール
◎ モデル地区に選ばれた３校区
地域の将来のための計画作成や構成団体、委
員数など設立の準備に取り組んでいきます。

◎ モデル地区以外の地区・校区
令和３～５年をめどに設置する準備をはじめ、 令和
６年度以降に条例などを整備し、全地域で「地域コ
ミュニティ協議会」の設置を目指します。

地域 と をつなぐ「集落支援員」行政

地方自治体（県・市町村）からの委嘱を受け、市町村職員とも連携しながら集落への「目配り」として、
集落の巡回・状況把握などを行っています。各モデル地区には支援員が配置し、設立に向けての準備をす
すめています。

末吉町　上岡 慶男さん 大隅町　吉川 俊一さん 財部町　井手上 絹子さん
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自治会加入促進助成金
令和２年度から自治会に加入して６カ月経過した（公営住宅などを除く）
世帯に１万円交付しています。また自治会へも別途５千円が交付されます。

お問い合わせ　総務課　☎ 0986-76-8801
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